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　　　　　　　　　　平成２０年度　第４回　　　　　　　

市内５・６年生の選定委員さんたちが，月に４冊の本を読んで，年間で一番人気の高かった本に「うつのみやこども賞」を贈っています。
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●夏休みに読むのにぴったりだと思いました。翔太たちが大きなカブトムシをつかまえるために森に行って遭難したりする場面はドキドキしました。
●ヘラクレスといわれている大きさのカブトムシを見てみたいなと思った。
●いなかにきた翔太は都会とは全く反対のところにきて，いろんな友達とやんちゃなことをやって田舎の子になっていくのが心に残りました。
●翔太の採ったようなカブトムシがいたらすごいと思った。
●すごい大きいカブトムシをつかまえたところが，読んでいる自分もドキドキしてすごく楽しかった。
●「友達がいるってすごいこと」というタケやんの言葉が，自分に話しかけられているような気がした。


●とてもおもしろかったです。アキちゃんみたいなボーイッシュな子のことがよくわかりました。
●ケイトやアキなどの人間関係が深くておもしろかった。
●アキが少しずつ女の子らしく見えてきてアキ達の心の成長が分かった。
●アキと仲間たちがEQ \* jc2 \* "Font:HG丸ｺﾞｼｯｸM-PRO" \* hps11 \o\ad(\s\up 10(ぬし),主)をつろうとしてがんばっているのが面白かった。
●５年生になったアキたちが初めてのいろんなことを経験して変わっていくのがわかりました。

●自分で望遠鏡をほしいと思うのがめずらしいと思った。
●苦手だった愛梨と星を見られて幸太は楽しそうだったと思います。ぼくも今度星を見てみたいです。
●ぼくも晴れた夜に天体観察をしたいです。
●主人公が思っているように，いとこはとても生意気でした。だけど最後はみんな仲良くなってよかったです。
●星の名前がたくさんでていて興味があった。

●都をぬけだすところがすごかった。話はながかったけど楽しかったです。
●あんなにえらい身分の人が木登りも得意で簡単に旅に出られちゃう事がすごかった。
●はるかが三の宮を助けるために危険な冒険をするところは勇気があるなと思った。
●「私は私」というはるかの言葉が印象に残った。
●えらいお姫様なのにどうどうと病気の原因をさぐるところがよかったです。強いなぁと思いました。

《今月選ばれた本》


「翔太の夏」


那須正幹／作（旺文社）








「きのうの少年」


小森真弓／作　（福音館書店）





「星空へようこそ」


横山充男／作　（文研出版）





「滝まくらの君」


牧野礼／作　（岩崎書店）














